
２０２３年度下関市立大学 

大学派遣型国内「就業体験実習」実施要領 

 

1. 目 的 

（1） 実社会での研修を通じて、社会認識の向上を促進するとともに、学生の就業意識を育成

し、適切な職業選択を促進する。 

（2） 就業体験で得た知識により、大学内での研究・教育を活性化すると同時に学習意欲を高

め、専門研究分野に関するより深い認識を育てる。 

（3） 地域・社会の発展に貢献する。 

2. 内 容 

（1） 実施時期 

夏季休暇中（２０２３年８月１２日（土）～９月２８日（木）） 

（2） 事前学習 

２０時間（事前講義１０時間＋自習時間１０時間） 

（3） 就業体験 

受入企業から受入期間（５日間で４０時間以上）、研修内容等が記載された「受入プログ

ラム（様式６-１）」の提出を受け実施する。自由応募型プログラムの場合は、エントリ

ー先企業の実施要項等を受け実施する。 

（4） フィードバック 

就業体験実習終了後、受入企業担当者は、学生の就業体験実習への取り組みに対して「評

価シート（様式４）」にてフィードバックを行う。 

（5） 事後学習 

３０時間（報告書・発表資料作成２０時間＋発表練習６時間＋報告会発表４時間） 

3. 応募方法 

（1） 学生は、「申込書（様式１）」をキャリアセンターに提出する。 

（2） キャリアセンターは、申込書に基づき選考面接を実施し、派遣学生を決定する。 

（3） 派遣先が決定した学生は、「応募票（様式２）」及び「誓約書（様式３）」をキャリアセン

ターに提出する。 

（4） キャリアセンターは、学生から提出された「応募票（様式２）」及び「誓約書（様式３）」

を取りまとめ、受入企業に送付する。 

4. カリキュラム上の位置付け 

（1） 科目名 

キャリア教育科目「就業体験実習（２単位）」 

（2） 成績評価 

事前講習会への参加、受入企業担当者による評価、学生による成果報告書及び報告会で

の成果報告を総合的に評価する。 

（3） 履修上限単位数 

当該科目の単位は、各学期２２単位までの履修上限単位数に含めない。 

5. 対象者 

全学年を対象とする。 

6. その他 

（1） 就業体験は無報酬とする。 

（2） 参加学生は、「学生教育研究災害傷害保険」及び「学生教育研究賠償責任保険」に加入済み。 

  



２０２３年度下関市立大学 

大学派遣型国内「インターンシップ」実施要領 

 

7. 目 的 

（1） 実務体験を含むインターンシップを通じて、学生にとっては自らの適性や能力を見極め

ること、企業にとっては採用選考を視野に入れた評価材料を取得することを目的とする。 

（2） インターンシップで得た知識により、大学内での研究・教育を活性化すると同時に学習

意欲を高め、専門研究分野に関するより深い認識を育てる。 

（3） 地域・社会の発展に貢献する。 

8. 内 容 

（1） 実施時期 

夏季休暇中（２０２３年８月１２日（土）～９月２８日（木）） 

（2） 事前学習 

２０時間（事前講義１０時間＋自習時間１０時間） 

（3） インターンシップ 

受入企業から受入期間（５日間で４０時間以上）、研修内容（３日間以上は職場で実務体

験を行うこと）等が記載された「受入プログラム（様式６-２）」の提出を受け実施する。 

（4） フィードバック 

インターンシップ終了後、受入企業担当者は、学生のインターンシップへの取り組みに

対して「評価シート（様式４）」にてフィードバックを行う。 

（5） 事後学習 

３０時間（報告書・発表資料作成２０時間＋発表練習６時間＋報告会発表４時間） 

9. 応募方法 

（1） 学生は、「申込書（様式１）」をキャリアセンターに提出する。 

（2） キャリアセンターは、申込書に基づき選考面接を実施し、派遣学生を決定する。 

（3） 派遣先が決定した学生は、「応募票（様式２）」及び「誓約書（様式３）」をキャリアセン

ターに提出する。 

（4） キャリアセンターは、学生から提出された「応募票（様式２）」及び「誓約書（様式３）」

を取りまとめ、受入企業に送付する。 

10. カリキュラム上の位置付け 

（1） 科目名 

キャリア教育科目「インターンシップ（２単位）」 

（2） 成績評価 

事前講習会への参加、受入企業担当者による評価、学生による成果報告書及び報告会で

の成果報告を総合的に評価する。 

（3） 履修上限単位数 

当該科目の単位は、各学期２２単位までの履修上限単位数に含めない。 

11. 対象者 

３年生以上を対象とする。 

12. その他 

（1） インターンシップは無報酬とする。 

（2） 参加学生は、「学生教育研究災害傷害保険」及び「学生教育研究賠償責任保険」に加入済み。 

（3） 本プログラムを通じて得た学生情報は、３年次３月以降は広報活動に、４年次６月以降

は採用選考活動に活用できることとする。 


